
P.２� 入学おめでとうございます！
P.４� 行政の機構と職員配置
P.８� まちのできごと
P.９� お知らせ
P.11� 相談・募集
P.12� 人権啓発係からのお知らせ
P.14� 健康知恵袋
P.15� 健康カレンダー
P.16� 介護保険ガイドシリーズ49
P.17�町内AED設置マップ

5月号の主な内容

●人　口　13,213人　前月比（81人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,770世帯
●15歳未満の年少人口　1,294人（比率9.8％）

●65歳以上の老齢人口　4,565人（比率34.5％）

●人口のうごき

〈2010（平成22）年3月31日現在〉

わがまちデータわがまちデータ

増加 37人　出生3人　　 　転入33人　　 職権1人　
【男1人　女2人】 【男19人　女14人】 【女1人】

減少118人　死亡22人　  　転出96人　　  
【男10人　女12人】 【男55人　女41人】

〒789－1992 高知県幡多郡黒潮町入野2019番地1
TEL 0880－43－2111（代表）　FAX 0880－43－2788
HPアドレス　http：//www.town.kuroshio.lg.jp/　 　somu@town.kuroshio.lg.jp

〒789－1992 高知県幡多郡黒潮町入野2019番地1
TEL 0880－43－2111（代表）　FAX 0880－43－2788
HPアドレス　http：//www.town.kuroshio.lg.jp/　 　somu@town.kuroshio.lg.jp

〈2010（平成22）年5月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉〈2010（平成22）年5月1日発行  印刷／（有）宿毛印刷〉

発行／黒潮町役場

【男性6,206人  女性7,007人】

【男性668人  女性626人】

【男性1,799人  女性2,766人】

伊与喜小学校　さくら色の入学式です（撮影：平成22年4月7日/関連記事2ページ）
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佐賀小学校（24人）

入野小学校（28人）

新1年生になったみなさん
ご入学おめでとうございます
新1年生になったみなさん
ご入学おめでとうございます
新1年生になったみなさん
ご入学おめでとうございます
新1年生になったみなさん
ご入学おめでとうございます
　町内の小学校・中学校・高等学校への入学を迎えられた
みなさん、お家のみなさん、ご入学おめでとうございます。
　今年、黒潮町では９校の小学校で９５人の子どもたちが
新しく１年生になりました。
　４月７日にそれぞれの小学校で入学式が行われ、少し緊
張しながらも、元気いっぱいにあいさつする様子がたくさ
ん見られました。
　すでに登下校をはじめ学校生活が始まっていますが、
学校の雰囲気にはもう慣れたでしょうか。
　子どもたちが安全で充実した学校生活を過ごせるように、
今後も地域のみなさんのあたたかい見守りをよろしくお
願いします。

黒潮町立小・中学校　児童数と生徒数
学　校　名 Ｔ Ｅ Ｌ 人　　数

田　ノ　口　小　学　校 43－1119 068人

三　浦　小　学　校 43－1114 052人

入　野　小　学　校 43－1016 165人

南　郷　小　学　校 43－1124 045人

上　川　口　小　学　校 44－1127 039人

伊　田　小　学　校 44－1129 021人

佐　賀　小　学　校 55－2032 126人

伊　与　喜　小　学　校 55－2069 022人

拳　ノ　川　小　学　校 55－7355 027人

佐　賀　中　学　校 55－2027 87人

大　方　中　学　校 43－2222 191人

（平成22年4月1日現在）
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上川口小学校（6人）

三浦小学校（8人）

伊与喜小学校（3人） 拳ノ川小学校（3人）

南郷小学校（5人）

田ノ口小学校（13人）

伊田小学校（5人）
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入
野
周
辺
地
域
の
水
稲
に
係
る

作
業
を
受
委
託
す
る
集
落
営
農
組

織
「
黒
潮
フ
ァ
ー
ム
」
が
設
立
さ

れ
、
３
月

１５
日
に
入
野
本
村
集
会

所
で
盛
大
に
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
『
集
落
営
農
組
織
』
と
は
、
個

人
で
行
っ
て
い
た
農
作
業
を
集
落

の
方
々
や
有
志
で
行
い
、
農
作
業

に
係
る
労
務
や
経
費
を
軽
減
し
、

農
地
の
保
全
や
収
益
の
増
加
を
目

指
す
組
織
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
入
野
周
辺
地
域
で
は
、
過
疎
化

に
よ
り
農
業
の
担
い
手
不
足
や
高

齢
化
が
進
み
、
耕
作
を
放
棄
さ
れ

た
田
畑
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
「
こ
の
ま
ま
で
は
い

け
な
い
」
、
「
何
と
か
し
た
い
」
と

い
う
地
元
有
志
の
思
い
か
ら
、
集

落
営
農
に
向
け
た
話
し
合
い
を
県

や
町
職
員
を
交
え
、
昨
年
８
月
か

ら
何
度
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
の
中
で
行
っ
た
集
落

営
農
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
今
後
５
年
か
ら

１０
年
の
間
に
農

業
を
止
め
る
」
と
の
回
答
が
約
半

数
を
超
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
す
ま
す
危
機
感
を
覚
え
た
メ

ン
バ
ー
は
、
再
度
の
話
し
合
い
を

進
め
、
予
定
よ
り
も
早
く
組
織
設

立
の
め
ど
が
立
ち
、
こ
の
た
び
の

設
立
総
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。

　
当
日
、
設
立
総
会
に
は
、
周
辺

地
域
区
長
や
関
係
者
が
参
加
、
ま

た
行
政
関
係
機
関
職
員
を
は
じ
め
、

県
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
も
出

席
し
賑
や
か
な
総
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
黒
潮
フ
ァ
ー
ム
組
合
長
の
篠
田

光
男
さ
ん
は
「
こ
の
地
区
の
農
作

業
の
受
け
皿
と
な
る
組
織
を
目
指

し
た
い
。
若
者
が
農
業
で
生
計
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
組

織
に
し
た
い
」
と
今
後
の
展
望
を

熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
米
の
乾
燥
調
整
作
業

を
中
心
と
し
た
活
動
が
主
に
な
る

よ
う
で
す
が
、
将
来
的
に
は
収
穫

な
ど
の
作
業
も
組
合
で
行
っ
て
い

く
計
画
で
す
。
今
後
の
黒
潮
フ
ァ

ー
ム
の
活
動
が
楽
し
み
で
す
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと
集
落
営
農
組
織
「
黒
潮
フ
ァ
ー

ム
」
が
誕
生
し
ま
し
た
！

心
の
健
康
相
談

　
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

「
人
と
の
つ
き
あ
い
が
ど
う
も
う

ま
く
い
か
な
い
」「
い
ろ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
し
ま
っ
て
、
よ
く
眠

れ
な
い
」「
な
に
を
す
る
に
も
い

や
に
な
り
、
家
に
と
じ
こ
も
っ
て

い
る
日
々
が
続
い
て
い
る
」
な
ど
、

心
に
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
て
、
悩

ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
そ
ん
な
時
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
保
健
師
な
ど
に
よ
る
電
話
相
談
・

面
接
相
談
は
随
時
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

　
保
健
所
で
は
、
相
談
さ
れ
る
内

容
に
よ
っ
て
、
精
神
科
嘱
託
医
の

相
談
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

黒潮ファームのみなさん。今後の取り組み
に注目しています！

行政相談委員のご紹介  行政相談委員のご紹介  行政相談委員のご紹介  
　行政相談委員は、総務大臣の委嘱を受け、皆さんからの相談をお受けする身近な民間有識者の方です。
　委員は、①国の仕事、②ＪＲ、ＮＴＴなどの特殊法人の仕事、③県や市町村が国の補助を受けて行
っている仕事などについて、皆さんからの苦情や意見、要望などを受け、その解決や実現のお手伝い
をしています。黒潮町の行政相談委員の方々をご紹介します。（本年4月1日付け委嘱）

 

　相談は、各委員の自宅で受け付けるほか、皆さんの身近
な公共施設で定期的に開設される相談所でも受け付けてい
ます。

　また、保健福祉センター（役場大方庁舎前）内に設置する「行政相談ポスト」でも、投書で相談を
受け付けていますので、お気軽にご利用ください。

堀野　登子（入野）

蕁43―3437

山闢　正男（佐賀）

蕁55―2726

ほり の たか こ やま さき まさ お

行政相談日

場　　　所日　　　時

大屋式集会所午前10時～正午
5月20日（木）

奥湊川集会所午後1時～3時

～ 春の行政相談週間 ～
（5月17日～23日）

～ 春の行政相談週間 ～
（5月17日～23日）

～ 春の行政相談週間 ～
（5月17日～23日）

◆
黒
潮
町
役
場

・
本
庁 

健
康
福
祉
課

　
保
健
衛
生
係

　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

・
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

◆
幡
多
福
祉
保
健
所

・
健
康
障
害
課

　
精
神
保
健
福
祉
担
当

　
蕁
３
４
―
５
１
２
４

　
蕁
３
５
―
５
９
７
９
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黒
潮
町
立
南
部
保
育
所「
耐
震
診
断
結
果
」の
公
表

　
黒
潮
町
で
は
、
昭
和

５６
年
以
前

の
基
準
で
建
築
さ
れ
た
南
部
保
育

所
に
つ
い
て
耐
震
診
断
を
行
い
、

必
要
な
ら
耐
震
化
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成

２１
年
度
に
耐
震
診
断
（
第

２
次
診
断
）
を
行
っ
た
結
果
、
南

部
保
育
所
は
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
耐
震
補
強
工

事
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
他
の
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
昭
和

５６
年
６
月
以
後
の
新
基

準
で
の
建
築
の
た
め
、
同
じ
く
耐

震
化
は
行
い
ま
せ
ん
。

■「種別」のうち、「R」は鉄筋コンクリート造、「S」は鉄骨造の施設を表します。また、それぞれの数字は、階数（R1であれ
ば、鉄筋コンクリート造平屋建て）を表します。

■「第2次診断」とは、柱・壁のコンクリート断面積に加え、配筋量から診断するもので、柱、壁、コンクリート強度、鉄筋
量から建物の強さと粘りを推定し、梁の耐力が充分と仮定し、柱、壁から強度指数を計算し耐震性能を求めます。したが
って、現地で亀裂の把握やコアサンプルの採取を行い、強度試験および中性化の状況について診断します。

■「Is値」とは、構造耐震指標といい、Eo×SD×Tの公式により計算されます。（Eo：保有性能基本指標 SD：形状指標 T 
：経年指標）地震の衝動および衝撃に対して倒壊または崩壊する危険性を表すもので、その数値が大きいほど地震に強い
建物といえます。

■「CT・SD値」とは、累積強度と建物形状により地震による水平方向の力に対して建物が対応する強さを表す数値で、Is
値が高くてもこの値が低い場合は安全としない目安です。保育所などの場合、Is値0.7以上かつCT・SD値0.3以上を倒
壊または崩壊する危険性が低いとしています。

【用語説明】

黒潮町立南部保育所「耐震診断結果」 （平成22年4月現在）

園　　　　　　舎

保　育　所　名
第2次診断述べ床面積

（㎡） 種別
Is値 CT・SD値

南　部　保　育　所 540.45 R1 1.24 0.80

大方くじら保育所 875.45 R1 新基準による施設

大 方 中 央 保 育 所 1,775.52 S1 新基準による施設

佐　賀　保　育　所 1,281.32 S1 新基準による施設

※耐震化の必要な建物とは、昭和56年5月末までに建築確認を受け
て着工した施設が対象です。したがって、昭和56年6月以降の新
基準に基づき、建築確認を受けて着
工した施設については、耐震化の対象
外とされています。（表の内、「新基
準による施設」と明記されている施設）

　　
黒
潮
町
の
保
育
料
は
３
歳
未
満

児
と
３
歳
以
上
児
の
２
つ
の
年
齢

区
分
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
年
齢
区
分
を
平
成

２１
年
度

ま
で
は
、
保
育
所
へ
入
所
し
た
月

の
初
日
の
年
齢
で
保
育
料
を
決
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

２２
年
度

か
ら
は
、
年
度
の
初
日
の
前
日
の

年
齢
区
分
に
変
更
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、学
校
教
育
法
に
よ
る
小

学
校
の
就
学
期
間
に
あ
わ
せ
た
も

の
で
、同
じ
学
年
に
な
る
児
童
は
、

入
所
時
期
を
問
わ
ず
同
じ
年
齢
区

分
の
保
育
料
を
適
用
す
る
た
め
で
す
。

　
例
え
ば
、
年
度
途
中
で
３
歳
に

な
り
翌
月
保
育
所
に
入
所
し
た
場

合
、
こ
れ
ま
で
は
３
歳
以
上
児
の

年
齢
区
分
（
入
所
し
た
月
の
初
日

の
年
齢
）
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成

２２
年
度
か
ら
は
、
３
歳
未
満

児
の
年
齢
区
分
（
年
度
の
初
日
の

前
日
の
年
齢
区
分
）
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 
健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、

発
電
用
施
設
の
あ
る
地
域
で
行
わ

れ
る
公
共
施
設
整
備
や
住
民
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
行
う
事
業
に
対

し
て
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、
発
電
用
施
設
の
設
置
に
係

る
地
元
の
理
解
促
進
な
ど
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成

２１
年
度
の
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
事
業
（
佐
賀
地
域
が

対
象
）
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
運

営
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

お
知
ら
せ

保
育
料
決
定
に
お
け
る
年
齢

区
分
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
２１
年
度

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
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黒
潮
町
移
住
者
住
宅
支
援
協
議

会
お
よ
び
黒
潮
町
雇
用
促
進
協
議

会
で
は
、
黒
潮
町
へ
移
住
し
て
こ

ら
れ
た
方
に
、
移
住
の
経
緯
や
生

活
、
両
協
議
会
と
し
て
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
課
題
な
ど
を
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
昨
年

１１
月
に
引
き
続
き
再
度
、
移
住
者

の
方
々
と
の
座
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
ま
た
そ
の
中
で
、
前
回
に
も
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
「
移
住
者
の
会

（
仮
称
）」
の
発
足
に
向
け
た
具
体

的
な
話
し
合
い
な
ど
も
持
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
日
時
と
場
所
に
つ
い
て
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
参
加
い

た
だ
け
る
方
々
と
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
決
ま
り
次
第
、
各

メ
デ
ィ
ア
や
直
接
郵
送
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
場
所
は
黒
潮
町
内
、
日
程
の
予

定
と
し
て
は
６
月
上
旬
で
、
午
後

３
時
か
ら
座
談
会
、
終
了
後
に
は

会
場
を
移
し
、
懇
親
会
を
行
い
ま

す
。
座
談
会
の
み
、
ま
た
は
懇
親

会
の
み
の
参
加
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
参
加
し
た
い
」「
参
加
し
て
み
た

い
」
と
い
う
こ
と
を
電
話
で
か
ま

い
ま
せ
ん
の
で
、
黒
潮
町
移
住
者

住
宅
支
援
協
議
会
事
務
局
ま
た
は

黒
潮
町
雇
用
促
進
協
議
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
参
加
資
格
な
ど
は
特
に
あ
り
ま

せ
ん
。
黒
潮
町
に
移
住
し
て
こ
ら

れ
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
大

歓
迎
で
す
。

　
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
移
住
者
住
宅
支
援
協
議

　
会
事
務
局

　（
本
庁 
総
務
課 

企
画
振
興
係
）

　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

　（
黒
潮
町
商
工
会
）

　
蕁
４
３
―
１
２
０
３（
直
通
）

　
黒
潮
町
雇
用
促
進
協
議
会

　
蕁
４
３
―
３
３
０
６（
直
通
）

　
今
年
度
は
５
年
に
１
度
の
「
国

勢
調
査
」
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成

２２
年

１０
月
１
日
を
基
準
日

に
実
施
し
ま
す
。
国
勢
調
査
は
国

内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
方
を

対
象
に
、
年
齢
や
就
労
状
況
、
世

帯
構
成
な
ど
を
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
く
、
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
す
。

　
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
国
か
ら

の
地
方
交
付
税
の
算
出
基
礎
に
用

い
ら
れ
る
ほ
か
、
国
や
高
知
県
、

黒
潮
町
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
諸
施

策
に
お
い
て
基
礎
と
し
て
用
い
ら

れ
る
な
ど
、
と
て
も
大
切
な
も
の

と
な
り
ま
す
。

　
黒
潮
町
と
し
て
も
大
規
模
か
つ

重
要
な
調
査
の
た
め
、
実
施
本
部

を
７
月
１
日
よ
り
設
置
し
、
万
全

の
体
制
で
臨
み
ま
す
が
、
な
ん
と

い
っ
て
も
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
５
月
初
旬
よ
り
調
査
員
募
集
を

開
始
し
、
９
月
に
は
そ
の
調
査
員

を
通
じ
て
各
世
帯
に
調
査
票
な
ど

を
お
配
り
し
ま
す
。

　
今
回
の
国
勢
調
査
か
ら
「
封
入

提
出
方
式
」
を
全
面
導
入
し
ま
す
。

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

後
、
提
出
用
封
筒
に
密
封
し
て
郵

送
も
し
く
は
調
査
員
に
渡
す
提
出

方
法
と
な
り
ま
す
の
で
、
調
査
票

の
内
容
を
調
査
員
が
知
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
（
記
入
が
困
難
な
世

帯
で
は
、
了
解
を
得
た
う
え
で
、

調
査
員
が
聞
き
取
り
を
し
て
調
査

票
へ
転
記
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
順
次
広
報

な
ど
を
と
お
し
て
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

　
保
護
さ
れ
た
迷
い
犬
・
野
良
犬

は
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
収
容

さ
れ
ま
す
。

　
ご
自
分
の
飼
い
犬
が
行
方
不
明

に
な
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
一
度
、

小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は

役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
収
容

さ
れ
た
犬
は
５
日
間
の
保
護
の
後
、

飼
主
か
ら
連
絡
が
な
く
、
引
き
取

り
手
も
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
処

分
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
犬
が

収
容
さ
れ
た
場
合
は
、
役
場
が
連

絡
を
受
け
、
役
場
前
掲
示
板
に
詳

細
を
貼
り
出
し
ま
す
の
で
、
掲
示

板
の
確
認
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

蕁
３
４
―
６
２
５
２（
直
通
）

　
生
後

９１
日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
、

登
録
と
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
の
接
種
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
狂
犬
病
は
、
治
療
法
が
無
く
、

人
が
感
染
す
れ
ば
百
パ
ー
セ
ン
ト

死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
左
記
の
日
程
で

平
成

２２
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
と

犬
の
登
録
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

【
大
方
地
域
】

 
５
月

１２
日（
水
）

 
 
 

１３
日（
木
）
　
　

　
６
月

１７
日（
木
）

【
佐
賀
地
域
】

　
５
月

１１
日（
火
）

　
６
月

１７
日（
木
）

 
詳
し
い
場
所
、
時
間
に
つ
い
て

は
、
登
録
し
た
犬
の
飼
い
主
に
は

案
内
書
を
出
し
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
の
方
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

 
な
お
、
四
万
十
市
、
宿
毛
市
内

の
動
物
病
院
で
も
注
射
、
登
録
が

で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

移
住
し
て
こ
ら
れ
た
方
の
座

談
会
を
開
催
し
ま
す

平
成
２２
年
国
勢
調
査
の
実
施

に
向
け
て

迷
い
犬
・
野
良
犬
が
増
え
て

い
ま
す

狂
犬
病
予
防
注
射
は
必
ず
受

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
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・
矢
野
　
元
（
議
会
推
薦
）

蕁
５
５
―
７
２
４
１

【
市
野
瀬
・
佐
賀
橘
川
・
拳
ノ
川
】

・
大
石
　
正
幸（
公
選
）

　
　
蕁
５
５
―
７
４
４
７

　【
川
奥
・
荷
稲
・
鈴
・
中
ノ
川
】

・
西
尾
　
純
一（
公
選
）

　
　
蕁
５
５
―
２
５
４
７

　【
不
破
原
・
市
野
々
川
・
小
黒
ノ
川
】

・
藤
本
　
和
男（
公
選
）

　
　
蕁
５
５
―
２
４
５
５

　【
伊
与
喜
・
藤
縄
】

・
吉
門
　
弘
和（
農
協
推
薦
）

　
　
蕁
５
５
―
２
４
４
８

【
熊
井
・
熊
野
浦
】

・
弘
瀬
　
正
彦
（
公
選
）

　
　
蕁
５
５
―
２
６
５
０

【
佐
賀（
横
浜
を
除
く
）】

・
濱
口
　
博
一（
公
選
）

　
　
蕁
５
５
―
２
６
６
３

【
佐
賀（
横
浜
）・
白
浜
・
灘
】

・
平
野
　
幸
敏（
公
選
）

　
　
蕁
４
４
―
１
９
１
７

【
伊
田
・
有
井
川
】

・
金
子
　
寿
人（
公
選
）

蕁
４
４
―
１
１
９
２

【
蜷
川
】

・
金
子
　
孝
子
（
議
会
推
薦
）

　
　
蕁
４
４
―
１
５
８
０

【
上
川
口
】

・
伊
芸
　
精
一（
公
選
）

　
　
蕁
４
３
―
２
５
４
４

【
浮
津
・
鞭
】

・
田
辺
　
尚
実（
改
良
区
推
薦
）

　
　
蕁
４
３
―
３
８
４
１

【
口
湊
川
・
奥
湊
川
】

・
堀
　
孝（
公
選
）

　
　
蕁
４
３
―
１
８
４
１

【
大
屋
式
・
本
谷
・
大
井
川
・
田
村
・
加
持
本
村
】

・
中
澤
　
智
宏（
公
選
）

　
　
蕁
４
３
―
２
６
９
７

【
早
咲
・
小
川
】

・
松
並
　
作（
公
選
）

　
　
蕁
４
３
―
３
６
０
６

【
浜
の
宮
・
町
・
万
行
】

・
篠
田
　
正
近（
公
選
）

　
　
蕁
４
３
―
０
１
３
３

【
錦
野
・
入
野
本
村
・
芝
】

・
尾
闢
　
澄
夫（
共
済
推
薦
）

　
　
蕁
４
３
―
４
３
７
７

【
上
田
の
口
・
下
田
の
口
・
緑
野
】

・
福
留
　
保
男（
公
選
）

　
　
蕁
４
３
―
１
５
７
２

【
馬
荷
】

・
畦
地
　
一
弘（
議
会
推
薦
）

　
　
蕁
４
３
―
２
３
４
３

【
御
坊
畑
・
大
方
橘
川
】

・
萩
森
　
末
喜（
公
選
）

　
　
蕁
４
３
―
１
７
６
５

【
田
野
浦
】

・
井
上
　
道
明（
公
選
）

　
　
蕁
４
３
―
３
５
５
６

【
出
口
】

日
時（
毎
月
１
回
・
第
３
日
曜
日
）

　
５
月

１６
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所

　
中
村
公
証
役
場

（
四
万
十
市
中
村
大
橋
通
６
―

３
―
７
第
一
と
ら
や
ビ
ル
４
階
）

担
当
者

　
高
知
地
方
法
務
局
所
属

　
中
村
公
証
役
場
公
証
人

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
中
村
公
証
役
場

蕁
３
４
―
１
７
２
８

　
高
知
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
や
そ
の
家
族
の
相
談
に
応
じ
て

く
れ
る
障
害
者
相
談
員
を
市
町
村

ご
と
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
も
、
障
が
い
者
や
そ

の
関
係
者
の
方
々
が
相
談
員
と
し

て
活
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
身
体
障
害
者
相
談
員

 
矢
野
　
貞
夫（
佐
賀
）

蕁
５
５
―
２
２
９
７

 
米
津
　
義
夫（
口
湊
川
）

　
　
蕁
４
３
―
１
７
７
５

◆
知
的
障
害
者
相
談
員

 
田
中
　
眞
美
子（
入
野
）

　
　
蕁
４
３
―
４
３
０
８

受
験
資
格

　
昭
和

４５
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

５６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
（
学

歴
・
職
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

採
用
予
定
数

　
全
区
分
合
計
で
１
３
０
名
程
度

採
用
予
定
日

　
平
成

２３
年
４
月
１
日（
予
定
）

受
付
期
間

　
６
月

２２
日（
火
）〜

２９
日（
火
）

試
験
区
分

　
行
政
事
務
・
税
務
・
機
械
・
林

業
・
皇
宮
護
衛
官
・
刑
務
官
・
入

国
警
備
官

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月

１０
日（
月
）か
ら
受
験
案
内
を
配

布
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
手
数

で
す
が
、
人
事
院
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
人
事
院
四
国
事
務
局

　
〒
７
６
０
―
０
０
６
８

　
高
松
市
松
島
町
１
―
１
７
―
３
３

　
蕁
０
８
７
―
８
３
１
―
４
７
６
５

　
蕭
０
８
７
―
８
３
１
―
５
３
１
５

　http://w
w

w
.jinji.go.jp/

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員

制
度
に
つ
い
て

黒
潮
町
農
業
委
員
の
紹
介

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者
選

考
試
験

日
曜
遺
言
等
公
証
法
律
相
談

相
 

談

募
 

集

※
【
 

】
は
担
当
地
区
 

当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

5月

09日（第2日曜日） こいけクリニック 蕁35－5112 大井田病院 蕁（0880）63－2101

16日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 川村内科クリニック 蕁（0880）66－2911

23日（第4日曜日） さたけ小児科 蕁37－2255 幡多けんみん病院 蕁（0880）66－2222

6月 06日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 沢田医院 蕁（0880）63－2304

30日（第5日曜日） 小原外科胃腸科 蕁35－0108 聖ヶ丘病院 蕁（0880）63－2146

※当直医は変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。
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人
権
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
る
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
人
権
と
は
、

人
が
人
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
て
い

く
た
め
に
最
低
限
必
要
な
権
利
で

あ
り
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
持
っ
て
い
て
、
誰
か
ら
も
侵

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
社
会
や
家
庭
で
多

く
の
人
た
ち
と
関
わ
り
を
も
っ
て

生
き
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
と
同
時
に
、
他
の
人
た
ち
も
そ

の
人
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
て
い
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
２１
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
黒
潮
町
で
は
、

人
権
に
関
わ
る
問
題
を
住
民
一
人

ひ
と
り
の
身
近
な
課
題
と
と
ら
え
、

住
民
の
皆
さ
ん
や
地
域
社
会
と
協

力
し
て
人
権
尊
重
の
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
法
務
局
と
連

携
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
人
権
侵

害
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

絶
え
ず
注
意
し
、
正
し
い
人
権
の

考
え
方
を
広
め
差
別
の
な
い
社
会

を
築
く
た
め
の
人
権
啓
発
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
も

し
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
に
は
、

人
権
を
侵
さ
れ
た
人
の
相
談
相
手

と
な
っ
て
救
済
を
し
ま
す
。

　
家
庭
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど

で
、
同
和
問
題
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ

Ｖ
）、
い
じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど

の
人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
人
権

擁
護
委
員
ま
た
は
法
務
局
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
黒
潮
町
と
黒
潮
町
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
人
権
擁
護
委

員
と
協
力
し
て
『
特
設
人
権
相
談
、

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
相
談
所
』

を
開
き
ま
す
。

　
ま
た
、
弁
護
士
を
招
い
て
『
弁

護
士
無
料
相
談
所
』
も
開
催
し
ま

す
。

　
ど
ち
ら
も
相
談
は
無
料
で
相
談

内
容
や
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど
で
困
っ

て
い
る
こ
と
や
心
配
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
人
権
教
育
・
啓
発
研
修
会
・

 女
性
学
級
・
人
権
相
談
所
】

人
権
啓
発
係
か
ら
の

　
　
 

　
お
知
ら
せ

人
権
相
談
所
の
開
設

特設人権相談、心配ごと・困りごと相談
地域 月日（曜日） 開設時間 開　設　場　所

弁護士無料相談

月日（曜日） 開 設 時 間 開　設　場　所
06月01日（火） �13時～15時
08月18日（水） 13時～15時
10月22日（金） 13時～15時
12月06日（月） 13時～15時

06月01日（火）

12月06日（月） 13時～15時

13時～15時

総合センター（役場佐賀庁舎前）

05月20日（木）
10時～12時 大屋式集会所
13時～15時 奥湊川集会所

06月01日（火） 13時～15時 保健福祉センター（役場大方庁舎前）

 07月15日（木）�
10時～12時 田野浦集会所
13時～15時 出口集会所

08月26日（木）
10時～12時 保健福祉センター（役場大方庁舎前）
13時～15時 大方町民館

09月28日（火）
10時～12時 上田の口集会所
13時～15時 御坊畑集会所

10月22日（金）
10時～12時 有井川多目的研修集会所
13時～15時 保健福祉センター（役場大方庁舎前）

11月26日（金）
10時～12時 鞭集会所
13時～15時 浮津集会所

 12月02日（木） 13時～15時 保健福祉センター（役場大方庁舎前）

02月18日（金）
10時～12時 蜷川生活改善センター
13時～15時 伊田浦老人憩の家

03月04日（金）
10時～12時

※日程・場所は、変更する場合もあります。
※開設日が近づきましたら、改めて回覧やマイク放送などでお知らせします。

※弁護士無料相談は、それぞれ4人までの予約制です。必ず予約をしてください。

大方橘川集会所
13時～15時 中馬荷老人憩の家

保健福祉センター（役場大方庁舎前）
総合センター（役場佐賀庁舎前）
保健福祉センター（役場大方庁舎前）
総合センター（役場佐賀庁舎前）

佐
賀
地
域

大
　
方
　
地
　
域

【お問い合わせ・予約先】本庁 住民課 人権啓発係　蕁43－2800（直通）

08月18日（水）
10時～12時
13時～15時

10月20日（水）
10時～12時
13時～15時

02月23日（水）
10時～12時
13時～15時
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ま
ち
の
人
権
擁
護
委
員
で
す

町
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
７
人
で
す
。
各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
「
特

設
人
権
相
談
、
心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
相
談
所
」
や
個
別
相
談
な
ど

で
、
あ
な
た
の
悩
み
や
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
必
ず
守
り
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、
お

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市野々川
山下　鹿男

蕁55－2507

やま した しか お

荷稲
大石　正幸

蕁55－7447

おお いし まさ ゆき

佐賀
山本　　規

蕁55－2033

やま もと さだむ

伊田
澤田　君代

蕁44－1998

さわ だ きみ よ

奥湊川
田辺　　孝

蕁43－1688

たな べ たかし

入野
堀野　登子

蕁43－3437

ほり の たか こ

下田の口
野並　佳子

蕁43－3607

の なみ よし こ

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　
昭
和
２４
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
、
毎
年
６
月
１
日
は
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
と
黒
潮
町
教
育
委
員
会

で
は
、
町
内
に
あ
る
企
業
や
団
体
、

サ
ー
ク
ル
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

人
権
教
育
・
啓
発
研
修
会
を
行
う

グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
人
権
教
育
と
啓
発
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て
正

し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
募
集
す
る
も
の

で
す
。

　
会
議
の
後
の
研
修
や
地
域
の
集

ま
り
の
場
な
ど
、
皆
さ
ん
が
寄
り

合
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
と
も
に
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象

町
内
に
あ
る
企
業
・
団
体
・
サ

ー
ク
ル
な
ど

◆
研
修
内
容

　
人
権
に
関
す
る
研
修
会

　（
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
）

◆
募
集
期
間

　
６
月
１
日
か
ら

　
平
成

２３
年
１
月

３１
日
ま
で

◆
研
修
実
施
期
限

　
平
成

２３
年
３
月

３１
日
ま
で

　
女
性
学
級
は
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
の
こ

と
に
つ
い
て
学
び
合
う
女
性
グ
ル

ー
プ
で
す
。

　
身
近
な
人
権
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
や
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
じ

て
の
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
こ
の
学
級
を
支
え
、
と

も
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

女
性
学
級
学
生
募
集

人
権
教
育
・
啓
発
研
修
会

〜
実
施
団
体
を
募
集
し
ま
す
〜

　
黒
潮
町
と
黒
潮
町
教
育
委
員
会

で
は
、
町
内
に
あ
る
企
業
や
団
体
、

サ
ー
ク
ル
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

人
権
教
育
・
啓
発
研
修
会
を
行
う

グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
研
修
会
は
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
人
権
教
育
と
啓
発
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て
正

し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
、
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
募
集
す
る
も
の

で
す
。

　
会
議
の
後
の
研
修
や
地
域
の
集

ま
り
の
場
な
ど
、
皆
さ
ん
が
寄
り

合
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
共
に
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

《
募
集
の
内
容
》

◆
対
象

町
内
に
あ
る
企
業
・
団
体
・
サ

ー
ク
ル
な
ど

◆
研
修
内
容

　
人
権
に
関
す
る
研
修
会

　（
講
師
を
派
遣
し
ま
す
）

◆
募
集
期
間

６
月
１
日
か
ら

平
成

２２
年
１
月

３０
日
ま
で

　
四
万
十
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

と
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

で
は
、
特
設
人
権
相
談
の
ほ
か
、

弁
護
士
資
格
の
あ
る
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
人
権
相
談
所
を
２
カ
月

に
一
度
、
四
万
十
支
局
に
お
い
て

開
設
し
ま
す
。

開
設
日

奇
数
月
第
２
水
曜
日

　
５
月

１２
日（
水
）

　
７
月

１４
日（
水
）

　
９
月
８
日（
水
）

　
１１
月

１０
日（
水
）

平
成

２３
年

　
１
月

１２
日（
水
）

　
３
月
９
日（
水
）

時
間

　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時

３０
分

○
開
設
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

高
知
地
方
法
務
局 

四
万
十
支

局
（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
３

―
１２
）

蕁
３
４
―
１
６
０
０

○
そ
の
他

事
前
予
約
制
・
相
談
時
間
は
一

人
３０
分
以
内
・
相
談
は
無
料

 
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

弁
護
士
資
格
の
あ
る
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相

談
所
の
ご
案
内
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中
年
男
性
の
約
半
数
に
脂
質
異

常
症
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
潮
町
の
平
成

２１
年
度
の
特
定

健
診
結
果
で
も
、

４０
〜

５０
歳
代
の

男
性
受
診
者
の
う
ち

６０
・
９
％
の

方
が
脂
質
判
定
で
異
常
値
（
要
経

過
観
察
以
上
）
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
血
液
中
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
多
す
ぎ
た
り
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
少
な

す
ぎ
た
り
す
る
状
態
を
脂
質
異
常

症
と
い
い
ま
す
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪

は
、
脂
質
の
一
種
で
す
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
細
胞
を

包
む
細
胞
膜
の
材
料
に
な
っ
た
り
、

ホ
ル
モ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
な
ど
の

よ
う
に
、
生
命
維
持
に
必
要
な
物

質
の
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
な

ど
、
人
間
が
生
き
て
い
く
う
え
で

必
要
不
可
欠
な
物
質
で
す
。
し
か

し
、
増
え
す
ぎ
る
と
「
動
脈
硬
化
」

を
促
進
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

◆ 

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
全
身
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
運

ぶ
働
き
を
し
て
い
る
一
方
で
、
多

す
ぎ
る
と
動
脈
硬
化
を
促
進
す
る

原
因
に
も
な
る
の
で
「
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

◆ 

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
全
身
の
余
分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
肝
臓
に
回
収
す
る
こ
と
か
ら

「
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
と
い

わ
れ
ま
す
。

◆ 

中
性
脂
肪

　
ブ
ド
ウ
糖
と
な
ら
ぶ
人
間
の
活

動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
皮
下

や
お
腹
ま
わ
り
の
脂
肪
細
胞
に
蓄

え
ら
れ
、必
要
に
応
じ
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
脂
質
異
常
症
は
動
脈
硬
化
の
大

き
な
危
険
因
子
で
す
。
動
脈
硬
化

は
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
冠

動
脈
疾
患
や
脳
卒
中
な
ど
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
の
死
亡
原
因
の
第

一
位
は
「
が
ん
」
で
す
が
、
冠
動

脈
疾
患
と
脳
卒
中
を
合
わ
せ
る
と

全
体
の
約

３０
％
を
占
め
、
が
ん
に

匹
敵
す
る
多
さ
に
な
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
背
景
に
は
、
食
生
活

の
欧
米
化
が
進
み
、
脂
質
異
常
症

が
増
加
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

①
食
事

・
油
物
や
間
食
を
減
ら
し
て
摂
取

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
抑
え
ま
し
ょ

う
。

・
野
菜
類
、
海
藻
類
な
ど
を
積
極

的
に
食
べ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄

養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

・
早
食
い
、
な
が
ら
食
い
を
止
め

て
、
食
べ
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
取
量
は
毎
食

ほ
ぼ
均
等
に
す
る
の
が
理
想
的

で
す
。
朝
昼
を
少
量
に
し
て
夜

に
ド
カ
食
い
す
る
の
は
肥
満
に

つ
な
が
り
や
す
い
よ
う
で
す
。

②
運
動

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素

運
動
を
１
日
合
計

３０
分
以
上
行

う
と
効
果
的
で
す
。
一
度
に
で

き
な
い
場
合
は
細
切
れ
で
行
い

ま
し
ょ
う
。

・
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
腹
筋
運
動
な
ど

の
軽
い
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

筋
肉
を
つ
け
る
こ
と
で
、
基
礎

代
謝
量
が
増
え
脂
肪
が
燃
え
や

す
い
体
に
な
り
ま
す
。

・
運
動
を
行
う
こ
と
で
中
性
脂
肪

値
が
下
が
り
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
が
上
が
る
た
め
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

解
消
や
心
血
管
疾
患
の
予
防
に

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

③
健
診

　
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、

結
果
に
対
す
る
適
切
な
対
応
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
、
脂
質
異
常
症

や
心
血
管
疾
患
な
ど
の
予
防
に
は

非
常
に
重
要
で
す
。

　
し
か
し
、
黒
潮
町
の
特
定
健
診

の
年
代
別
受
診
率
を
見
て
み
る
と

４０
・

５０
歳
代
の
受
診
率
が
低
い
と

い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
「
仕
事
が
忙
し
く
て
、
健
診
に

行
く
暇
が
な
い
」
と
い
う
方
、

１０

年
、

２０
年
先
の
健
康
の
た
め
に
も
、

年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

脂
質
異
常
症
と
は

脂
質
異
常
症
を
予
防
・
改

善
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
知
恵
袋

中
年
男
性
が
危
険
！

『
脂
質
異
常
症
』に
注
意
！

項　　　目

HDLコレステロール

LDLコレステロール

異常なし 要経過観察 要再検査 要医療

中性脂肪
空腹時 ～149 150～299 300～

食後4時間未満 ～199 200～399 400～

40～ ～39 ～34

～119 120～139 140～179 180～

特定健診の脂質判定区分

平成20年度特定健診年代別受診率

0

200

400

600

800

1000
人数 受診率

0%

10%

20%

30%

40%

50%

４０
〜
４４

４５
〜
４９

５０
〜
５４

５５
〜
５９

６０
〜
６４

６５
〜
６９

７０
〜
７４

対象者
受診者
受診率
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5月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間 健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
目
指
そ
う
！

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

大方地域

5月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

佐賀地域

9：30～11：00横浜愛育健康相談17日（月） 佐賀老人憩の家
9：30～12：00寝たきり予防運動教室18日（火） 保健センター

※14：00～14：30ポリオ集団予防接種19日（水） 総合センター
9：30～11：30漁民ふれあいサロン20日（木） 漁民研修センター
9：30～12：00寝たきり予防運動教室21日（金） 保健センター

※8：00～12：00総 　 合 　 健 　 診
25日（火）

保健福祉支援センターこぶし
26日（水）

※8：00～12：00
総 　 合 　 健 　 診

27日（木） 林業総合センター
※8：00～12：0028日（金） 鈴漁民研修センター

乳児・1歳6カ月健診 ※13：00～16：0031日（月） 保健福祉支援センターこぶし
6月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間

10：00～15：00佐賀ふれあいサロン3日（木） 総合センター
※13：00～16：00３　歳　児　健　診9日（水） 保健福祉支援センターこぶし
9：30～11：00川奥ふれあいサロン

10日（木）
川奥集会所

13：30～14：30市 野 瀬 健 康 相 談 市野瀬集会所
9：30～11：00横浜愛育健康相談14日（月） 佐賀老人憩の家

仲分川集会所 14：00～15：00健 　 康 　 相 　 談17日（月）
田野浦集会所 9：00～10：20
出口（旧三浦小学校跡県道脇） 10：40～11：40

肺　が　ん　検　診
（胸部レントゲン）�

JA高知はた大方支所南部事業所 13：20～14：2018日（火）

伴太郎集会所 14：00～15：00健 　 康 　 相 　 談
田村集会所 10：00～11：00健 　 康 　 相 　 談19日（水）
福堂公民館 9：00～09：15
中馬荷集落センター 9：25～09：35
下馬荷集落センター 9：45～10：00
大方橘川集会所 10：10～10：20肺　が　ん　検　診

（胸部レントゲン）�
20日（木）

御坊畑（松本氏宅前） 10：30～10：50
上田の口集会所 11：10～11：40
緑野団地（上り口） 13：20～13：45
土佐西南大規模公園体育館玄関前 14：00～14：40
上川口郷集会所 9：30～10：30

健 　 康 　 相 　 談
蜷川健康支援センター 14：00～15：00
伊田浦老人憩の家 9：30～10：30
鞭集会所 9：30～10：30健 　 康 　 相 　 談21日（金）
米原集会所 14：00～15：00
北郷小学校 10：00～11：00健 　 康 　 相 　 談

24日（月）

27日（月）
大方中央保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談
馬荷小学校体育館 9:30～10:30健 　 康 　 相 　 談

6月  日（曜日） 内　　　容 実施場所 実施時間
灘集会所 9:30～10:30
奥湊川老人憩の家 13：30～14：30

健 　 康 　 相 　 談1日（火）

加持ふれあいセンター ※8：00～09：00胃　が　ん　検　診2日（水）
上川口消防分団屯所 ※8：00～09：00胃　が　ん　検　診3日（木）

伊田小学校
※8：30～09：30

特 　 定 　 健 　 診4日（金）
※13：30～14：30

大方くじら保育所 9：30～11：00愛 　 育 　 相 　 談
（手作りおやつの紹介・試食）7日（月）

加持本村集会所 10：00～11：00健 　 康 　 相 　 談9日（水）
蜷川健康支援センター ※8：00～09：00胃　が　ん　検　診10日（木）
出口集会所 10：00～11：00健 　 康 　 相 　 談11日（金）

注）表中の※印は、受付時間となります。

注）表中の※印は、受付時間となります。
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元気な暮らしのために
介護保険広報シリーズ瀲ガイ ド介護保険介護保険介護保険

　「介護予防」とは、寝たきりなどの介護が必要な状態になら
ないように、心身の衰えを予防・改善しようというとりくみ
です。介護が必要になる原因には、脳卒中など生活習慣病の
ほかに、高齢による衰弱や転倒・骨折、認知症などがあります。
　これらは「老年症候群」とよばれる老化現象です。加齢に
よる老化は避けられませんが、そのスピードは遅らせること
ができます。また、衰弱した生活機能を元に戻したり、向上
させたりすることも可能です。心身の機能は、使わなければ
低下するばかり。日々の生活を活発にしていく積極的な姿勢
こそが介護予防であり、自立した長寿生活へとつながってい
くのです。
　では、日々の生活を活発にしていくうえで、気をつけるべ
きことのひとつ、「ひざの痛みや腰痛」を防ぐ生活を考えて
みましょう。

◆ トイレ
　ひざや腰への負担が少ない洋式トイレを使
いましょう。和式トイレにかぶせて使う簡易
式の腰掛け便座もあります。� 

◆ 荷物を持つときは
　荷物を片方の手で持ち続けると、からだの
重心が偏り、ひざや腰に負担がかかります。
両手に分けたり、ときどき持ち替えたりしま
しょう。

◆ 食卓や寝室
　座卓に正座よりもテーブルにいす、布団よ
りもベッドの方が、移動などの動作での負担
が少なくてすみます。

◆ 重い荷物を持ち上げる・おろすときは
　ひざを曲げ、腰を落としてから、慎重に動
作を行いましょう。ひざをのばしたまま、上
体だけで動作を行うと腰に負担がかかります
ので危険です。

なぜ、「ひざの痛みや腰痛」に気をつけるの？

☆☆☆ひざ・腰への負担を減らす日常生活のヒント☆☆☆

Q 多くの高齢者が、ひざや腰の痛みを抱えています。症状が悪化すると、関節疾
患や転倒・骨折につながり、全身の生活機能の低下を招きかねません。

元気な暮らしは毎日の介護予防から ～からだを動かそう１♪２♪３♪～

【お問い合わせ】本庁健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116（直通）

高齢者の介護が必要になった原因

厚生労働省「国民生活基礎調査」平成19年より

脳血管疾患
23.3%

認知症
14.0%

高齢による衰弱
13.6%

関節疾患
12.2%

骨折・転倒
9.3%�

心臓病 4.3%

パーキンソン病 2.8%

糖尿病
2.7%

その他 17.8%

　ひざや腰の痛みは、要介護状態になる要因のひとつです。

　痛みによって「動けない・動かない」状態が続くことで、それが全身

の生活機能低下につながります。

　痛みの急性期には安静が必要ですが、それを過ぎたら、体操など

でからだを動かして、筋肉を丈夫にすることも必要です。

　無理は禁物ですが、過度の安静も逆効果なのです。ひざや腰に負

担をかけないで、活動的な生活を送れるよう心がけましょう。
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黒 潮 町

公共施設関係　2010年2月末現在（17台）

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
46

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る

　
　
　
　 
　 

災
害
へ
の
備
え
〜

黒潮町ＡＥＤ設置マップ黒潮町ＡＥＤ設置マップ

●お問い合わせ

【本　庁】総務課 消防防災係　　蕁43―2112（直通）

【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第1係　蕁55―3113（直通）

（H20年度設置）
道の駅内「ひなたや」

（H18年度設置）
大 方 高 校

（H20年度設置）
大方あかつき館

（H19年度設置）
黒 潮 消 防 署 貸出し

可　能

（H20年度設置）
佐 賀 中 学 校

（H20年度設置）
鈴消防屯所

拳ノ川小学校

（H18年度設置）
幡多青少年の家

（H19年度設置）
黒潮町役場 佐賀庁舎

（H19年度設置）
黒潮町役場 大方庁舎

（H20年度設置）
大 方 中 学 校

（H18年度設置）
土佐西南大規模公園体育館

　AED（Automated External Defibrillator : 自動体外式除細動器）は、心臓麻痺などで
倒れてしまった人の心臓に電気ショックを与えることにより、心臓のリズムを正しい状
態に戻し、蘇生させるための治療機器です。
　黒潮町内では、下図の公共施設にＡＥＤを設置しています。ＡＥＤを使用した救命講習
などに関するお問い合わせは担当までご連絡ください。

　AED（Automated External Defibrillator : 自動体外式除細動器）は、心臓麻痺などで
倒れてしまった人の心臓に電気ショックを与えることにより、心臓のリズムを正しい状
態に戻し、蘇生させるための治療機器です。
　黒潮町内では、下図の公共施設にＡＥＤを設置しています。ＡＥＤを使用した救命講習
などに関するお問い合わせは担当までご連絡ください。

※

※

※黒潮消防署と大方あかつき館に
設置したAEDは、イベント時に
使用するため持ち出している場
合があります。

（H20年度設置）
拳ノ川総合保健センター

H21年度
設　置

伊田小学校 H21年度
設　置

三浦小学校 H21年度
設　置

馬荷小学校 H21年度
設　置

北郷小学校 H21年度
設　置

（大屋式区長宅）
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黒
潮
町
に
お
け
る
平
成

２１
年
４

月
１
日
か
ら
平
成

２２
年
３
月

３１
日

ま
で
の
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ

い
た
、
閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

 
な
お
、
閲
覧
で
き
る
場
合
は
次

の
事
項
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
、
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の

機
関
が
法
令
で
定
め
る
業
務
を

遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合

２
、
次
の
①
〜
③
の
活
動
を
行
う

た
め
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
旨
の
申
出
が
あ
り
、
町

長
が
そ
の
申
出
を
認
め
た
場
合

①
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術

研
究
そ
の
他
の
調
査
研
究
の
う

ち
、
公
益
性
が
高
い
と
認
め
る

も
の

②
公
共
的
な
団
体
が
行
う
地
域
住

民
の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

活
動
の
う
ち
、
公
益
性
が
高
い

と
認
め
る
も
の

③
営
利
以
外
の
目
的
で
行
う
居
住

関
係
の
確
認
の
う
ち
、
訴
訟
の

提
起
そ
の
他
特
別
の
事
情
に
よ

る
居
住
関
係
の
確
認
と
し
て
町

長
が
定
め
る
も
の

住
民
票
の
閲
覧
状
況
を

公
表
し
ま
す

平
成
22
年
５
月
27
日
か
ら
気
象
警
報
が
変
わ
り
ま
す
！！

防災情報提供センター
 <http://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html>

　
気
象
庁
で
は
、
平
成

２２
年
５
月

２７
日
か
ら
、
警
戒
の
必
要
な
地
域

を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

気
象
警
報
・
注
意
報
を
、
市
町
村

を
対
象
と
し
て
発
表
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
黒
潮
町
に
災
害
発
生

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ

れ
ま
で
は
、
黒
潮
町
を
含
む
「
幡

多
」、
あ
る
い
は
「
高
知
県
西
部
」

に
対
し
て
警
報
・
注
意
報
を
発
表

し
て
い
ま
す
が
、
平
成

２２
年
５
月

２７
日
午
後
１
時
か
ら
は
、「
黒
潮

町
」
と
明
示
し
て
発
表
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
お
住
ま
い
の
場
所

が
警
戒
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
雨
警
報
を
発
表
す
る

際
に
は
、
特
に
警
戒
が
必
要
な
災

害
を
「
大
雨
警
報（
土
砂
災
害
）」、

「
大
雨
警
報（
浸
水
害
）」
の
よ
う

に
警
報
名
に
併
せ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報
は
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
放
送
さ

れ
ま
す
。
こ
の
際
、
画
面
の
文
字

数
や
読
み
上
げ
可
能
な
文
章
の
範

囲
内
で
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
表

現
で
放
送
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
市
町
村
ご
と
の
詳
細
な
内
容
は
、

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（http://w
w

w
.jm

a.go.jp/

）

や
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ

ン
タ
ー
の
携
帯
電
話
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.m

lit.go.jp/saigai
/bosaijoho/i-index.htm

l

）

に
掲
載
予
定
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
高
知
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　
蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
８
８
８
２

防災情報提供センター
携帯端末用 QRコード

黒潮町住民基本台帳の閲覧状況＜平成21年4月1日～平成22年3月31日＞
住民基本台帳の閲覧状況については、住民基本台帳法において、毎年少なくとも１回は公表することと定められています。

請求をした機関の名称
（または申出人の氏名）

請求の事由の概要
（利用目的の概要） 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

錦野区長 平成21年8月28日
地域の自治活動の一環と
しての敬老会祝事

錦野地区内の平成21年12月31日現在で満
70歳以上の男女

社団法人中央調査社
学習院大学 平成21年12月15日

「平成21年度政治意識に
関する調査」の対象者抽出

下田の口地区ならびに上田の口地区の20歳
以上の男女　8件

錦野区長 平成22年1月8日
地域の自治活動の一環とし
ての厄入り抜け祝事

錦野地区内の昭和45年生まれの男性、昭和
53年生まれの女性

自衛隊高知地方協力本部 平成22年1月29日
自衛官募集事務に関する
適齢者情報の取得

平成4年4月2日から平成5年4月1日までの
間に生まれた男女

町分区長 平成21年12月21日
地域の自治活動の一環と
して厄入りの祝事

町分地区の昭和45年生まれの男性、昭和
53年生まれの女性、大正12年生まれ・昭
和9年生まれ・昭和25年生まれの男女

町分区長 平成22年2月5日
防災活動に必要な町分地区の
世帯構成の確認（救護活動に
就学前児童や要介助者の把握）

町分地区就学前児童、65歳以上の男女

田野浦区長 平成21年12月3日
認可地縁団体の登記申請
の添付書類 田野浦地区住民全員

【お問い合わせ】本庁 住民課 住基戸籍係　蕁43－2800（直通）　佐賀支所 地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3701（直通）
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

大
方
図
書
館

あたらしくはいった本紹介
●リミット　　　　　　　　　　　　　五十嵐貴久／著
●自白　　　　　　　　　　　　　　　乃南　アサ／著
●あたらしいあたりまえ　　　　　　　松浦弥太郎／著
●よくばらない　　　　　　　　　　　鎌田　　實／著
●生姜力　　　　　　　　　　　　　　石原　結實／著
●簡単かわいい手作りバック７５�
●やせるスイッチ,太るスイッチ�
●パパ、ママ、あいしてる　　　　　　ブルック・デザリック／著
●続　しごとば　　　　　　　　　　　鈴木のりたけ／著
●新聞のひみつ�

佐
賀
図
書
館

5月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 4 5 1
笆 笳 笘 笙 6 7 8

6月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 1 2 3 4 5
笞 7 8 9 10 11 12

笶 10 11 12 13 14 15
筅 17 18 19 20 21 22
筬 24 25 26 27 箍 29
箚 31 箜 箚 箋 箚 31

5月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 4 5 1
2 3 4 5 笞 7 8

6月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 1 2 3 4 5
6 笵 8 9 10 11 12

9 筐 11 12 13 14 15
16 筵 18 19 20 21 22
23 筮 25 26 27 箍 29
30 箋 箜 箚 箋 箚 31

　４月１日より大方あかつき館では、毎週
月曜日と祝日が休館日となっています。
　ご利用の方々には大変ご不便をおかけし
ますが、ご理解とご協力をよろしくお願い
いたします。

大方あかつき館休館日のお知らせ

○お問い合わせ／本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

5

6

日
自　　至

10～16
17～23
24～30
31
1～6
07～13
14～20

水道給水工事指定店 当番一覧表
吉 本 水 道
大方設備センター
㈱中村住設大方営業所
前 田 電 工
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター

河 野 電 機 設 備
拳 ノ 川 住 設
道 倉 水 道
平 野 住 設
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
拳 ノ 川 住 設

㈱ 土 居 建 設
㈲ 西 部 総 建
山 本 建 設 ㈱
㈲ 弘 瀬 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
㈱ 土 居 建 設
㈲ 西 部 総 建

谷 口 水 道

㈲ 森 田 建 設

谷 口 水 道

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大方設備センター

河 野 電 機 設 備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道

吉 本 水 道

43－1420

43－1022

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 森 田 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2825

55－2316

55－2133

55－2121

55－3621

55－3141

55－7114

55－2363

55－2420

55－2076

拳ノ川1781

伊与喜38－2

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

藤縄5－1

佐賀2988

大方あかつき館

◆
開
館
時
間

（
大
方
図
書
館
）

　
火
〜
金

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
佐
賀
図
書
館
）

　
月
〜
金

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

※
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
ま
で
閉
館

　
土

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
新
し
い
本
の
中
に
は
、貸
出
開

始
日
か
ら
２
カ
月
間
は
１
週
間

の
貸
出
期
間
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

★
貸
し
出
し
・
返
却
・
図
書
カ
ー

ド
の
発
行
は
受
付
で
行
っ
て
い

ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D
は
で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
9
0

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

　
た
め
息
の
４
月
、同
級
生
が

大
学
や
県
外
企
業
へ
出
て
行
っ

て
し
ま
い
、取
り
残
さ
れ
た
よ

う
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
る
人
、

大
学
を
卒
業
し
て
、な
ん
と
な

く
故
郷
へ
帰
っ
て
き
た
人
、家

庭
の
事
情
で
や
む
な
く
帰
り
、

毎
日
を
ぼ
ん
や
り
と
過
ご
し
て

い
る
人
な
ど
も
お
い
で
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
か
つ
て
、自
分
も
春
霞
の
中
で
、

そ
の
よ
う
な
寂
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。で
も
、元

気
を
出
し
て
欲
し
い
。

　
上
代
の
中
国
知
識
人
が
理

想
と
し
た
考
え
方
の
中
に
、「
出

て
宰
相
に
な
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
、

退
い
て
田
を
耕
す
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。人
間
の
一
生
と
い
う

も
の
は
、風
に
の
っ
た
土
煙
が
空

高
く
立
ち
登
る
よ
う
な
世
界
で
、

中
途
半
端
な
一
生
を
送
る
よ
り

も
、故
山
を
耕
す
生
き
方
を
選

ぶ
方
が
ず
っ
と
す
ば
ら
し
い
と
い

う
考
え
方
だ
。

　
「
私
た
ち
の
町
に
は
美
術
館

が
あ
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
砂
浜

が
美
術
館
で
す
」
と

２０
数
年
前

に
言
い
切
っ
た
こ
の
町
に
は
、こ

れ
か
ら
の
人
生
を
輝
か
せ
る
資

源
が
数
多
く
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

故
山
を
耕
す
方
法
も
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、住
み
な
す
も
の
は

心
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　（
む
）

編
集
子

　
町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

河内　大和くん
〈平成21年10月6日生まれ〉

元気いっぱいに育ってく
ださい。

るう とやま と こ まち た け る

谷　　琉叶くん
〈平成21年7月26日生まれ〉

元気で大きな子に育って
ね。

澳本　小町ちゃん
〈平成21年9月15日生まれ〉

いつもニコニコ元気な子
★

ゆう き

冨田　祐希くん
〈平成19年2月9日生まれ〉

元気で優しい子に育ってね。

と あ

小谷　斗蒼くん
〈平成18年6月1日生まれ〉

元気に大きくなってよ！！

もも は

中田　桃羽ちゃん
〈平成18年12月30日生まれ〉

妹と仲良くやさしく元気に
育ってね。

舛田　　岳くん
〈平成21年7月13日生まれ〉

お兄ちゃんと仲良く元気
に育ってね！！

ひろち

宮川　知大くん
〈平成21年7月18日生まれ〉

強くやさしい子に育ってく
ださいね！

高知県からのお知らせ「自動車税の納付は5月31日までに」
　自動車税の納期限は5月31日（月）となっています。納付は必ず納期限までに、銀行、郵便局、農協
などお近くの金融機関でお済ませください。本年度も、コンビニエンスストアでの納付が可能となっ
ております。平日に納付できない方など納税通知書持参のうえご利用ください。（詳しくは納税通知
書の裏面をご覧ください。）
　なお、納税通知書が届いていない方がおいでましたら下記までご連絡ください。また、身体障害者
手帳をお持ちの方に対する減免の手続き期限も5月31日までとなっておりますのでご注意ください。

【お問い合わせ】高知県幡多県税事務所（四万十市中村山手通19）　蕁35－5972

◆ 

作
業
内
容
な
ど
　
　

 
黒
潮
町
道
に
お
け
る
除
草
作

業
・
町
道
支
障
木
伐
採
・
側
溝

清
掃
な
ど
／
４
名
程
度

◆ 

雇
用
期
間

 
６
月
１
日
か
ら

１１
月

３０
日
ま
で

◆ 

応
募
資
格
　
　

１
、
景
気
の
低
迷
に
よ
り
離
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
方
お
よ
び
就

職
難
に
よ
り
求
職
活
動
中
の
方

２
、
平
成

２２
年
４
月
１
日
現
在
、

黒
潮
町
に
居
住
す
る
方

◆ 

勤
務
時
間

　
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分

◆ 

勤
務
日
数
　
　

　
月
平
均

２０
日
程
度

◆ 

賃
金
な
ど（
通
勤
費
な
し
）

　
日
額
８,
１
０
０
円

◆ 
提
出
書
類
　
　

　
　
黒
潮
町
作
業
員
申
込
書
な
ら

び
に
離
職
事
由
を
確
認
で
き
る

書
類
な
ど
（
離
職
票
な
ど
離
職

し
た
こ
と
が
わ
か
る
も
の
が
あ

れ
ば
、
で
き
る
だ
け
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。）

◆ 

募
集
期
間

　
５
月

１０
日（
月
）〜

１８
日（
火
）

◆ 

応
募
方
法

　
郵
送
ま
た
は
持
ち
込
み

※
５
月

１８
日（
火
）午
後
５
時
必
着

◆ 

選
考
方
法

　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

◆ 

そ
の
他
留
意
事
項

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
面
接
時
の
旅
費
は
自
己
負
担
で

お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
合
わ
せ
・
応
募
・
受
付
先

　
本
庁 

ま
ち
づ
く
り
課 

土
木
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
５（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

建
設
課 

土
木
係

蕁
５
５
―
３
７
０
０（
直
通
）

◆ 

そ
の
他
　

盧
現
場
作
業
に
使
用
す
る
機
械
類

（
刈
払
機
な
ど
）
は
原
則
用
意

し
ま
す
。

盪
日
常
に
お
け
る
現
場
作
業
箇
所

ま
で
の
移
動
手
段
は
、
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

平
成
２２
年
度

黒
潮
町
緊
急
雇
用
対
策
作
業
員
を
募
集
し
ま
す


